
VOL.42 S-2
呼吸器領域 におけるTAZ/PIPCの 臨床的検討

741

呼 吸 器 感 染 症 に対 す るTazobactam/Piperacillinの 臨 床 的検 討

徳永尚登 ・市川洋一郎 ・川原正士 ・樋 口英一 ・矢野敬文 ・大泉耕太郎

久留米大学第一内科*

Tazobactam/piperacillinの 各 種 呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る有 効 性 お よ び 安 全 性 に つ い て検 討

を 行 っ た 。 対 象 は 肺 炎9例,気 管 支 拡 張 症7例,肺 気 腫 の 二 次 感 染1例 等 で そ の 臨 床 効 果 は

17例 中2例 が 著 効,15例 が 有 効 で あ っ た 。 副 作 用 は み られ な か っ た が,2例 に軽 度 の トラ

ン ス ア ミ ラ ー ゼ の 上 昇 が 認 め られ た 。
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inhibitor

Tazobactam/piperacillin(TAZ/pIpC)は 大 鵬 薬 品工

業で開発 された新 しいβ-lactamase阻 害 剤tazobactam

(TAZ)Pと 富 山化学工業で開発 され臨床 に使用 されて

いるpiperacillin(PIPC)を1:4の 比率で配合 した注射用

製剤で,グ ラム陽性菌から緑膿菌 を含むグラム陰性菌

までの広範囲の抗菌スペク トラムを有する。今回,呼

吸器感染症患者にTAZ/PIPCを 使 用 し,そ の有効性 お

よび安全性について検討 したので報告する。

投与症例 は1991年2月 か ら1992年1月 までの1年 間

に当院お よび関連病院に入院 した患者で本試験参加の

同意の得 られた軽症か ら中等症の呼吸器感染症患者

19例 で,男 性10例,女 性9例 であ った。年齢 は23歳

よ り79歳(平 均59.7±17.0歳)で あった。疾患の内訳

は肺炎9例,気 管支拡張症7例,肺 気腫の二次感染1例,

ア スペルギルス肺炎1例,マ イコプラズマ肺炎1例 で

あった。TAZ/PIPCの 投 与量お よび投与方法は1.25g

も しくは2.5gを1日2回 投与 し,5日 間から15日 間投与

した(Table1)。

Table 1-1. Summary of cases

ND: not done NF: normal flora *: intermediate
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Table 1-2. Summary of cases

ND: not done NF: normal flora *: intermediate



VOL.42 S-2
呼吸器領域におけるTAZ/PIPCの 臨床的検討

743

臨床効果は体温,咳 噺,喀 疾量および性状,胸 部X

線像,白 血球数,CRP,赤 沈値などの改善を指標 とし

て判定 し,細 菌学的効果は起炎菌の消長 によ り判定 し

た。

TAZ/PIPC投 与 による成績概要 をTable2に 示 した。

臨床効果は対象外のアスペルギルス肺炎,マ イコプラ

ズマ肺炎の2例 を除いた17例 中2例 が著効,15例 が 有

効であった。疾患別では肺炎の9例 中9例 が有効,気

管支拡張症の感染時の7例 中2例 が著効,5例 が有効で

あ っ た 。 ま た 肺 気 腫 の 二 次 感 染 の1例 は有 効 で あ っ た 。

細 菌 学 的 効 果 はHaemophilus influenzae(6株),Mbme-

lla catarrhalis(2株),Klebsiella pneumoniae(1株)は す べ

て 消 失 し,Pseudomonas aeruginosaが3株 中1株 消 失,2

株 が 減 少 で あ っ た(Table 3)。

安 全 性 につ い て は 副 作 用 は全 例 で 認 め られ ず 問 題 な

い と考 え られ た 。 臨 床 検 査 値 の 異 常 は症 例4でGOTの

軽 度 上 昇,ま た,症 例9でGOT,GPT軽 度 上 昇 が み ら

れ た(Table4)。

Table 2. Clinical effect

Exclusion: aspergillus pneumonia 1, mycoplasma pneumonia 1

Table 3. Bacteriological effect

Table 4-1. Laboratory findings before and after administration of tazobactam/piperacillin

*: intermediate
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Table 4-2. Laboratory findings before and after administration of tazobactam/piperacillin

*: intermediate
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TAZは 各 種 の 細 菌 が 産 生 す る 従 来 の ペ ニ シ リ ナ ー

ゼ,セ フ ァ ロ ス ポ リ ナ ー ゼ を 強 く阻 害 す る ほ か2近 年

注 目 を 集 め て い る 第3世 代 セ フ ェ ム 剤 を 良 く加 水 分 解

す る β-lactamaseも 阻 害 す る3～5)。一 方,PIPCは 抗 菌 ス

ペ ク トラ ム が 広 い も の の β-lactamaseに 弱 い とい う 欠

点 を 有 して い る6)。 こ の2剤 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ

りTAZ/PIPCは 安 全 に 広 範 囲 の 抗 菌 ス ペ ク トラ ム を 有

しか つ β-lactamaseに よ る 耐 性 菌 に も 有 効 な 抗 生 剤 に

な る こ とが 期 待 さ れ る。 こ の こ と よ り著 者 らは 各種 の

呼 吸 器 感 染 症 にTAZ/PIPC1.25gも し く は2.5gを1日2

回投 与 を 行 っ た が,臨 床 的 に も高 い 有 効 率 が 得 ら れ た 。

ま た 細 菌 学 的 効 果 に お い て はM,catarrhalis,Hinfluen-

zaa1(pneumoniae,p,aerugimsaな ど 広 範 囲 に 除 菌 効 果

が 得 られ た事 は注 目 され る 。
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Clinical studies of tazobactam/piperacillin in respiratory tract infections
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We investigated the clinical effects and safety of tazobactam/piperacillin (TAZ/PIPC) in

respiratory tract infections.

TAZ/PIPC was administered to 9 patients with pneumonia and 7 and 1 with acute infections

and exacerbations of bronchiectasis and pulmonary emphysema, respectively. The therapeutic

efficacy was excellent in 2 patients and good in the remaining 15. No side effects were observed,

but slight elevation of serum transaminase levels was observed in 2 patients.


